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１年 国語科 後期 評価規準 

観 点 評 価 規 準 単 元 名 

知識・技能 

・語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読している。 

 

 

・言葉には、経験したことを伝える働きがあることに気付いている。 

 

 

・語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読している。 

 

・文の中における主語と述語の関係に気付いている。 

 

 

・第一学年に配当されている漢字を読み、漸次書いている。 

 

・語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読している。 

 

・助詞の「は」、「へ」及び「を」の使い方、句読点の打ち方、「」の使い方を理

解して、文や文章の中で使うことができる。 

 

・助詞の「は」「へ」「を」の使い方を理解して、文や文章の中で使っている。 

 

 

・長く親しまれている言葉遊びを通して、言葉の豊かさに気付いている。 

 

 

・第一学年に配当されている漢字を読み、漸次書き、文や文章の中で使ってい

る。 

 

・事柄の順序など情報と情報との関係について理解している。 

 

 

 

・片仮名を読み、書くとともに、文や文章の中で使っている。 

 

 

・身近なことを表す語句の量を増し、話や文章の中で使うとともに、言葉には

意味による語句のまとまりがあることに気付き、語彙を豊かにしている。 

 

・読書に親しみ、いろいろな本があることを知っている。 

 

 

 

・身近なことを表す語句の量を増し、言葉には意味による語句のまとまりがあ

ることに気付くことができる。 

 

・昔話の読み聞かせを聞くなどして、我が国の伝統的な言語文化に親しんでい

る。 

 

・身近なことを表す語句の量を増し、語彙を豊かにしている。 

 

こえにだしてよ

もう 

 

ききたいな、とも

だちのはなし 

 

やくそく 

 

うみのかくれん

ぼ 

 

かずとかんじ 

 

くじらぐも 

 

しらせたいな、み

せたいな 

 

まちがいをなお

そう 

 

ことばをたのし

もう 

 

かん字のはなし 

 

 

じどう車くらべ 

じどう車ずかん

をつくろう 

 

かたかなをかこ

う 

 

ともだちのこと、

しらせよう 

 

むかしばなしを

よもう／おかゆ

のおなべ 

 

ものの名まえ 

 

 

わらしべちょう

じゃ 

 

日づけとよう日 

 



・丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気を付けて使うとともに、敬体で書かれ

た文章に慣れている。 

 

・語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読している。 

 

 

・言葉には、事物の内容を表す働きや、経験したことを伝える働きがあること

に気付いている。 

 

・身近なことを表す語句の量を増し、語彙を豊かにしている。 

 

 

・語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読している。 

 

・片仮名を読み、書くとともに、文や文章の中で使っている。 

 

 

・身近なことを表す語句の量を増やし、話や文章の中で使い、語彙を豊かにし

ている。 

 

・共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関係について理解している。 

 

 

・事柄の順序など情報と情報との関係について理解している。 

 

 

・身近なことを表す語句の量を増し、話や文章の中で使うとともに、言葉には

意味による語句のまとまりがあることに気付き、語彙を豊かにしている。 

 

・第１学年に配当されている漢字を読み、漸次書き、文や文章の中で使ってい

る。 

 

・言葉には、経験したことを伝える働きがあることに気付いている。 

てがみでしらせ

よう 

 

こえに出してよ

もう 

 

ききたいな、とも

だちのはなし 

 

たのしいな、こと

ばあそび 

 

たぬきの糸車 

 

かたかなのかた

ち 

 

ことばを見つけ

よう 

 

どうぶつの赤ち

ゃん 

 

これはなんでし

ょう 

 

ずうっと、ずっ

と、大すきだよ 

 

にているかん字 

 

 

いいこといっぱ

い、一年生 

思考 

・ 

判断 

・ 

表現 

・「読むこと」において、場面の様子や登場人物の行動など、内容の大体を捉え

ている。 

 

・「話すこと・聞くこと」において、話し手が知らせたいことや自分が聞きたい

ことを落とさないように集中して聞き、話の内容を捉えて感想をもっている。 

 

・「読むこと」において、場面の様子や登場人物の行動など、内容の大体を捉え

ている。 

 

・「読むこと」において、文章の中の重要な語や文を考えて選び出している。 

 

 

・「書くこと」において、語と語との続き方に注意しながら文を書き写している。 

 

・「読むこと」において、場面の様子に着目して、登場人物の行動を具体的に想

像している。」 

 

・「書くこと」において、経験したことなどから書くことを見つけ、必要な事柄

を集めたり確かめたりしている。 

こえにだしてよ

もう 

 

ききたいな、とも

だちのはなし 

 

やくそく 

 

 

うみのかくれん

ぼ 

 

かずとかんじ 

 

くじらぐも 

 

 

しらせたいな、み

せたいな 



 

・「書くこと」において、文章を読み返す習慣をつけるとともに間違いを正して

いる。 

 

・「書くこと」において、語と語の続き方に注意しながら、内容のまとまりが分

かるように書き表し方を工夫している。 

 

・「読むこと」において、文章の中の重要な語や文を考えて選び出している。 

 

・「書くこと」において、事柄の順序に沿って簡単な構成を考えている。」 

 

 

・「書くこと」において、語と語の続き方に注意しながら、書き表し方を工夫し

ている。 

 

・「話すこと・聞くこと」において、話し手が知らせたいことや自分が聞きたい

ことを落とさないように集中して聞き、話の内容を捉えて感想をもっている。 

 

・「読むこと」において、文章を読んで感じたことや分かったことを共有してい

る。 

 

 

・「話すこと・聞くこと」において、互いの話に関心をもち、相手の発言を受け

て話をつないでいる。 

 

・「読むこと」において、文章を読んで感じたことを共有している。 

 

 

・「書くこと」において、語と語との続き方に注意しながら、内容のまとまりが

分かるように書き表し方を工夫している。 

 

 

・「読むこと」において、場面の様子など、内容の大体を捉えている。 

 

 

・「話すこと・聞くこと」において、身近なことや経験したことなどから話題を

決め、伝え合うために必要な事柄を選んでいる。 

 

・「読むこと」において、場面の様子に着目して、登場人物の行動を具体的に想

像している。 

 

・「書くこと」において、語と語との続き方に注意しながら、内容のまとまりが

分かるように書き表し方を工夫している。 

 

・「書くこと」において、語と語との続き方に注意しながら、内容のまとまりが

分かるように書き表し方を工夫している。 

 

・「読むこと」において、時間的な順序や事柄の順序などを考えながら、内容の

大体を捉えている。 

 

・「話すこと・聞くこと」において、互いの話に関心をもち、相手の発言を受け

て話をつないでいる。 

 

 

まちがいをなお

そう 

 

かん字のはなし 

 

 

じどう車くらべ 

 

じどう車ずかん

をつくろう 

 

かたかなをかこ

う 

 

ともだちのこと、

しらせよう 

 

むかしばなしを

よもう／おかゆ

のおなべ 

 

ものの名まえ 

 

 

わらしべちょう

じゃ 

 

日づけとよう日 

てがみでしらせ

よう 

 

こえに出してよ

もう 

 

ききたいな、とも

だちのはなし 

 

たぬきの糸車 

 

 

かたかなのかた

ち 

 

ことばを見つけ

よう 

 

どうぶつの赤ち

ゃん 

 

これはなんでし

ょう 

 



・「読むこと」において、文章を読んで感じたことや分かったことを共有してい

る。 

 

・「書くこと」において、語と語との続き方に注意しながら、内容のまとまりが

分かるように書き表し方を工夫している。 

 

・「書くこと」において、経験したことから書くことを見つけ、必要な事柄を集

めたり確かめたりして、伝えたいことを明確にしている。 

 

ずうっと、ずっ

と、大すきだよ 

 

にているかん字 

 

 

いいこといっぱ

い、一年生 

主体的に

学習に 

取り組む 

態度 

・これまでの学習をいかしながら、進んで詩の内容を捉え、音読を楽しもうと

している。 

 

・これまでの学習をいかし、積極的に友達の話を聞き、質問や感想を述べよう

としている。 

 

・学習の見通しをもって、進んで登場人物の行動を確かめ、声に出してお話を

楽しもうとしている。 

 

・学習課題に沿って、文章の中で大事な言葉を押さえながら粘り強く読み、分

かったことを伝えようとしている。 

 

・これまでの学習や経験をいかし、積極的に数え方に興味をもち、漢字を使っ

て数え歌を書こうとしている。 

 

・これまでの学習をいかして、積極的に想像力を広げて物語を読み、想像した

ことを友達に伝えようとしている。 

 

・学習の見通しをもち、知らせたいものを丁寧に観察し、見つけたことを文章

にして伝えようとしている。 

 

・これまでの学習をいかし、進んで文章の文字を見直し、適切な表記に正そう

としている。 

 

・これまでの学習や経験をいかし、積極的に詩や早口言葉を楽しみ、発声や姿

勢に気を付けながら声に出してよもうとしている。 

 

・積極的に漢字の成り立ちに興味をもち、学習課題に沿って漢字を使った短い

文を書こうとしている。 

 

・進んで文章を読み、説明における順序の重要性を知ることで、自分が説明す

るときにいかしたいことを見つけようとしている。 

 

・分かりやすい説明の仕方に興味をもち、説明の順序に気をつけながら、自分

でも自動車図鑑をつくろうとしている。 

 

・これまでの学習をいかし、片仮名の表記の仕方に気を付けながら、文の中で

使おうとしている。 

 

・紹介するという見通しをもち、進んで友達に質問し、友達について書こうと

している。 

 

・これまでの学習をいかし、積極的に世界の昔話を読み、感想をカードに書い

て伝えようとしている。 

こえにだしてよ

もう 

 

ききたいな、とも

だちのはなし 

 

やくそく 

 

 

うみのかくれん

ぼ 

 

かずとかんじ 

 

 

くじらぐも 

 

 

しらせたいな、み

せたいな 

 

まちがいをなお

そう 

 

ことばをたのし

もう 

 

かん字のはなし 

 

 

じどう車くらべ 

 

 

じどう車ずかん

をつくろう 

 

かたかなをかこ

う 

 

ともだちのこと、

しらせよう 

 

おかゆのおなべ 

 



 

・学習の見通しをもって、積極的に言葉の上位語と下位語に関心をもち、言葉

を集めて「お店屋さんごっこ」をしようとしている。 

 

・今までの学習をいかし、積極的な昔話の読み聞かせを楽しみ、内容や感想を

共有しようとしている。 

 

・積極的に日付や曜日を表す言葉に関心をもち、これまでの学習をいかして自

分でも唱え歌を作ろうとしている。 

 

・これまでの学習をいかし、書いた文章を積極的に見直しながら、身近な人に

手紙を書こうとしている。 

 

・これまでの学習をいかし、進んで詩の内容を捉え、音読を楽しもうとしてい

る。 

 

・学習の見通しをもって、積極的に友達を聞き、質問や感想を述べようとして

いる。 

 

・これまでの学習をいかし、身近なことを表す語句に積極的に関心をもち、言

葉遊びを楽しもうとしている。 

・これまでの学習をいかし、場面の様子に進んで着目し、好きな場面を音読し

ようとしている。 

 

・形の似ている字を選んで探し、片仮名の言葉を使った文を書こうとしている。 

 

 

・これまでの学習をいかし、積極的に身近なことを表す語句を使った文を書き、

語彙を豊かにしようとしている。 

 

・学習の見通しをもち、文章の内容を比べながら粘り強く読むことで、本から

得たことを友達に知らせようとしている。 

 

・これまでの学習をいかし、粘り強く二人で話し合い、協力してクイズを作ろ

うとしている。 

 

・学習の見通しをもち、友達の考えや感想を積極的に知ろうとし、読んで感じ

たことを伝え合おうとしている。 

 

・これまでの学習をいかし、進んで漢字の形に注意し、楽しみながら文を書こ

うとしている。 

 

・これまでの学習や経験をいかし、事柄の順序に沿って構成を粘り強く考えな

がら、１年生の思い出を伝える文章を書こうとしている。 

 

 

ものの名まえ 

 

 

わらしべちょう

じゃ 

 

日づけとよう日 

 

 

てがみでしらせ

よう 

 

こえに出してよ

もう 

 

ききたいな、とも

だちのはなし 

 

たのしいな、こと

ばあそび 

 

たぬきの糸車 

 

かたかなのかた

ち 

 

ことばを見つけ

よう 

 

どうぶつの赤ち

ゃん 

 

これは、なんでし

ょう 

 

ずうっと、ずっ

と、大すきだよ 

 

にているかん字 

 

 

いいこといっぱ

い、一年生 

 



１年 算数科 後期 評価規準 

観 点 評 価 規 準 単 元 名 

知識・技能 

・４０までの数について、数の読み方、書き方、数の構成などを理解し、数を

正しく数えたり、数字を読んだり書いたり、加法・減法の式に表したりする

ことができる。 

・何時、何時半の時刻の読み方を理解し、何時、何時半の時刻を読んだり、時

計で表したりすることができる。 

・３つの数の加減計算の場面を１つの式に表せることを理解し、その計算がで

きる。 

・体積についての基礎的な意味や、保存性、比較の方法、任意単位による測定

の方法を理解し、直接比較や間接比較、任意単位による測定などによって、

身の回りにある入れ物に入る水の体積を比べることができる。 

・１位数どうしの繰り上がりのある加法計算が「１０といくつ」という数の見

方を基にしてできることを理解し、その計算ができる。 

・身の回りにあるものの形について、その概形や特徴、機能をとらえたり、構

成や分解をしたりすることができる。 

・１１～１８から１位数をひく繰り下がりのある減法計算が、「１０といくつ」

という数の見方を基にしてできることを理解し、その計算ができる。 

・１２０程度までの数について、数の読み方、書き方、数の構成などを理解し、

数を正しく数えたり、数字を読んだり書いたり、加法・減法の式に表したり

することができる。 

・面積についての基礎的な意味や比較の方法、任意単位による測定の方法を理

解し、直接比較や任意単位のよる測定などによって、身の回りにあるものの

面積を比べたりすることができる。 

・何時何分の時刻の読み方を理解し、何時何分の時刻を読んだり、時計で表し

たりすることができる。 

・順序数や異種の数量を含む加減の場面、求大や求小の場面も加減の式に表せ

ることを理解し、問題を解決することができる。 

・身の回りにあるものの形について、その概形や特徴をとらえ、直線で構成さ

れたものも、面で表されたものと同じように見られることを理解し、色板や

棒を並べていろいろなものの形を構成したり分解したりすることができる。 

１０よりおおきいか

ず 

 

なんじなんじはん 

 

３つのかずのけい

さん 

どちらがおおい 

 

 

たしざん 

 

かたちあそび 

 

ひきざん 

 

おおきいかず 

 

 

どちらがひろい 

 

 

なんじなんぷん 

 

たしざんとひきざ

ん 

かたちづくり 

思考 

・ 

判断 

・ 

表現 

・１０のまとまりに着目し、４０までの数の数え方や読み方、書き方を考え、

言葉やブロックなどを用いて表現したり、数の構成や既習の計算を活用して、

簡単な場合の２位数の加減計算の仕方を考えて表現したりしている。 

・短針と長針の関係をとらえて、それぞれの針の位置を基に時刻の読み方を考

え、表現している。 

・２つの数の加法や減法と基にして、３つの数の加減計算の式の表し方や計算

の仕方を、操作や図を用いて考え表現している。 

・身の回りにある入れ物に入る水の体積に着目して、直接比較や間接比較、任

意単位による測定などによる体積の比べ方を考えたり、任意単位により体積

を数値で表したりしている。 

・１０のまとまりに着目し、１位数どうしの加法計算の仕方を、操作や図を用

いて考え、表現している。 

・身の回りにあるものの形に着目し、図形の特徴をとらえたり、いろいろな形

１０よりおおきいか

ず 

 

なんじなんじはん 

 

３つのかずのけい

さん 

どちらがおおい 

 

 

たしざん 

 

かたちあそび 



を構成、分解したりして、表現している。 

・数の構成に着目し、１１～１８から１位数をひく繰り下がりのある減法計算

の仕方を、操作や図を用いて考え、表現している。 

・１２０程度までの数の数え方や読み方、書き方を考え、言葉やブロックなど

を用いて表現したり、数の構成や既習の計算を活用して、簡単な場合の２位

数の加減計算の仕方を考えて表現したりしている。 

・身の回りにあるものの面積に着目して、直接比較や任意単位による面積の比

べ方を考えたり、数値で表したりしている。 

・短針と長針の関係をとらえて、それぞれの針の位置を基に時刻の読み方を考

えたり、時計盤の目盛りに着目して長針の読み方を工夫して考えたりして、

表現している。 

・数量の関係に着目し、順序数や異種の数量を含む加減の場面、求大や求小の

場面を図や式に表して考え、表現している。 

・身の回りにあるものの形に着目し、図形の特徴をとらえたり、いろいろな形

を構成、分解したりして、表現している。 

 

ひきざん 

 

おおきいかず 

 

 

どちらがひろい 

 

なんじなんぷん 

 

 

たしざんとひきざ

ん 

かたちづくり 

主体的に

学習に 

取り組む 

態度 

・数の構成を活用して数の数え方や加減計算の仕方を考えた過程や結果を振り

返り、そのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。 

・時刻に関心をもち、そのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。 

・３つの数の加減計算について、式の表し方や計算の仕方を、操作や図を用い

て考えた過程や結果を振り返り、そのよさや楽しさを感じながら学ぼうとし

ている。 

・身の回りにある入れ物に入る水の体積に関心をもち、比較の方法を工夫した

過程や結果を振り返り、そのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。 

・１位数どうしの加法計算の仕方について、「１０といくつ」という数の見方や

操作、図などを用いて考えた過程や結果を振り返り、そのよさや楽しさを感

じながら学ぼうとしている。 

・身の回りにあるものの形について、観察や構成、分解したり、形の特徴や機

能をとらえたりした過程や結果を振り返り、そのよさや楽しさを感じながら

学ぼうとしている。 

・１１～１８から１位数をひく繰り下がりのある減法計算の仕方について、「１

０といくつ」という数の見方や操作、図などを用いて考えた過程や結果を振

り返り、そのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。 

・数の構成を活用して数の数え方や加減計算の仕方を考えた過程や結果を振り

返り、そのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。 

・身の回りにあるものの面積に関心をもち、比較の方法を工夫した過程を振り

返り、そのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。 

・時刻に関心をもち、そのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。 

・順序数や異種の数量を含む加減の場面、求大や求小の場面を図に表して問題

を解決した過程や結果を振り返り、そのよさや楽しさを感じながら学ぼうと

している。 

・身の回りにあるものの形について、形の特徴をとらえたり、構成、分解した

りした過程や結果を振り返り、そのよさや楽しさを感じながら学ぼうとして

いる。 

１０よりおおきいか

ず 

なんじなんじはん 

３つのかずのけい

さん 

 

どちらがおおい 

 

たしざん 

 

 

かたちあそび 

 

 

ひきざん 

 

 

おおきいかず 

 

どちらがひろい 

 

なんじなんぷん 

たしざんとひきざ

ん 

 

かたちづくり 

 



１年 算数科 後期 評価規準 

観 点 評 価 規 準 単 元 名 

知識・技能 

・４０までの数について、数の読み方、書き方、数の構成などを理解し、数を

正しく数えたり、数字を読んだり書いたり、加法・減法の式に表したりする

ことができる。 

・何時、何時半の時刻の読み方を理解し、何時、何時半の時刻を読んだり、時

計で表したりすることができる。 

・３つの数の加減計算の場面を１つの式に表せることを理解し、その計算がで

きる。 

・体積についての基礎的な意味や、保存性、比較の方法、任意単位による測定

の方法を理解し、直接比較や間接比較、任意単位による測定などによって、

身の回りにある入れ物に入る水の体積を比べることができる。 

・１位数どうしの繰り上がりのある加法計算が「１０といくつ」という数の見

方を基にしてできることを理解し、その計算ができる。 

・身の回りにあるものの形について、その概形や特徴、機能をとらえたり、構

成や分解をしたりすることができる。 

・１１～１８から１位数をひく繰り下がりのある減法計算が、「１０といくつ」

という数の見方を基にしてできることを理解し、その計算ができる。 

・１２０程度までの数について、数の読み方、書き方、数の構成などを理解し、

数を正しく数えたり、数字を読んだり書いたり、加法・減法の式に表したり

することができる。 

・面積についての基礎的な意味や比較の方法、任意単位による測定の方法を理

解し、直接比較や任意単位のよる測定などによって、身の回りにあるものの

面積を比べたりすることができる。 

・何時何分の時刻の読み方を理解し、何時何分の時刻を読んだり、時計で表し

たりすることができる。 

・順序数や異種の数量を含む加減の場面、求大や求小の場面も加減の式に表せ

ることを理解し、問題を解決することができる。 

・身の回りにあるものの形について、その概形や特徴をとらえ、直線で構成さ

れたものも、面で表されたものと同じように見られることを理解し、色板や

棒を並べていろいろなものの形を構成したり分解したりすることができる。 

１０よりおおきいか

ず 

 

なんじなんじはん 

 

３つのかずのけい

さん 

どちらがおおい 

 

 

たしざん 

 

かたちあそび 

 

ひきざん 

 

おおきいかず 

 

 

どちらがひろい 

 

 

なんじなんぷん 

 

たしざんとひきざ

ん 

かたちづくり 

思考 

・ 

判断 

・ 

表現 

・１０のまとまりに着目し、４０までの数の数え方や読み方、書き方を考え、

言葉やブロックなどを用いて表現したり、数の構成や既習の計算を活用して、

簡単な場合の２位数の加減計算の仕方を考えて表現したりしている。 

・短針と長針の関係をとらえて、それぞれの針の位置を基に時刻の読み方を考

え、表現している。 

・２つの数の加法や減法と基にして、３つの数の加減計算の式の表し方や計算

の仕方を、操作や図を用いて考え表現している。 

・身の回りにある入れ物に入る水の体積に着目して、直接比較や間接比較、任

意単位による測定などによる体積の比べ方を考えたり、任意単位により体積

を数値で表したりしている。 

・１０のまとまりに着目し、１位数どうしの加法計算の仕方を、操作や図を用

いて考え、表現している。 

・身の回りにあるものの形に着目し、図形の特徴をとらえたり、いろいろな形

１０よりおおきいか

ず 

 

なんじなんじはん 

 

３つのかずのけい

さん 

どちらがおおい 

 

 

たしざん 

 

かたちあそび 



を構成、分解したりして、表現している。 

・数の構成に着目し、１１～１８から１位数をひく繰り下がりのある減法計算

の仕方を、操作や図を用いて考え、表現している。 

・１２０程度までの数の数え方や読み方、書き方を考え、言葉やブロックなど

を用いて表現したり、数の構成や既習の計算を活用して、簡単な場合の２位

数の加減計算の仕方を考えて表現したりしている。 

・身の回りにあるものの面積に着目して、直接比較や任意単位による面積の比

べ方を考えたり、数値で表したりしている。 

・短針と長針の関係をとらえて、それぞれの針の位置を基に時刻の読み方を考

えたり、時計盤の目盛りに着目して長針の読み方を工夫して考えたりして、

表現している。 

・数量の関係に着目し、順序数や異種の数量を含む加減の場面、求大や求小の

場面を図や式に表して考え、表現している。 

・身の回りにあるものの形に着目し、図形の特徴をとらえたり、いろいろな形

を構成、分解したりして、表現している。 

 

ひきざん 

 

おおきいかず 

 

 

どちらがひろい 

 

なんじなんぷん 

 

 

たしざんとひきざ

ん 

かたちづくり 

主体的に

学習に 

取り組む 

態度 

・数の構成を活用して数の数え方や加減計算の仕方を考えた過程や結果を振り

返り、そのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。 

・時刻に関心をもち、そのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。 

・３つの数の加減計算について、式の表し方や計算の仕方を、操作や図を用い

て考えた過程や結果を振り返り、そのよさや楽しさを感じながら学ぼうとし

ている。 

・身の回りにある入れ物に入る水の体積に関心をもち、比較の方法を工夫した

過程や結果を振り返り、そのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。 

・１位数どうしの加法計算の仕方について、「１０といくつ」という数の見方や

操作、図などを用いて考えた過程や結果を振り返り、そのよさや楽しさを感

じながら学ぼうとしている。 

・身の回りにあるものの形について、観察や構成、分解したり、形の特徴や機

能をとらえたりした過程や結果を振り返り、そのよさや楽しさを感じながら

学ぼうとしている。 

・１１～１８から１位数をひく繰り下がりのある減法計算の仕方について、「１

０といくつ」という数の見方や操作、図などを用いて考えた過程や結果を振

り返り、そのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。 

・数の構成を活用して数の数え方や加減計算の仕方を考えた過程や結果を振り

返り、そのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。 

・身の回りにあるものの面積に関心をもち、比較の方法を工夫した過程を振り

返り、そのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。 

・時刻に関心をもち、そのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。 

・順序数や異種の数量を含む加減の場面、求大や求小の場面を図に表して問題

を解決した過程や結果を振り返り、そのよさや楽しさを感じながら学ぼうと

している。 

・身の回りにあるものの形について、形の特徴をとらえたり、構成、分解した

りした過程や結果を振り返り、そのよさや楽しさを感じながら学ぼうとして

いる。 

１０よりおおきいか

ず 

なんじなんじはん 

３つのかずのけい

さん 

 

どちらがおおい 

 

たしざん 

 

 

かたちあそび 

 

 

ひきざん 

 

 

おおきいかず 

 

どちらがひろい 

 

なんじなんぷん 

たしざんとひきざ

ん 

 

かたちづくり 

 



１年 音楽科 後期 評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

観 点 評 価 規 準 単 元 名 

知識・技能 

・鍵盤ハーモニカの音色と演奏の仕方と関わりに気付いている。 

・鍵盤ハーモニカの扱い方や、鍵盤の位置、息のつかい方など基礎

的な演奏技能や思いに合った表現をするために必要なリズム譜を

見て演奏する技能を身に付けている。 

・曲想と旋律など音楽の構造と関わり、競争と歌詞の表す情景や気

持ちとのかかわりに気付いている。 

・思いに合った表現をするために必要な階名で模唱したり暗唱した

りする技能や互いの歌声や伴奏を聞いて、こえを合わせて歌う技

能を身に付けている。 

・打楽器の音の響きの特徴や、音色と演奏の仕方とのかかわりにつ

いて、それらが生み出す、お餅ロさなどと関わらせて気付いてい

る。 

・発想を生かした表現をするために必要な条件に基づいて、即興的

に音を選んだり、つなげたりする技能や、思いに合った表現をす

るために必要な音楽の仕組みを用いて簡単な音楽を作る技能を身

に付けている。 

・曲想と旋律の反復と変化、合いの手など音楽の構造との関わりに

気付いている。 

・曲想と呼びかけとこたえなど音楽の構造と関わりに気付いてい

る。 

・思いに合った表現に必要な、互いの歌声や伴奏を聞いて声を合わ

せて歌ったり、拍に合わせてリズムを表現したりする技能を身に

付けている。 

・曲想とリズムなど音楽の構造と関わりに気付いている。 

・思いに合った表現をするために必要な互いの歌声や伴奏を聞いて

こえを合わせて歌う技能や、音楽の仕組みを用いて簡単な音楽を

作る技能を身に付けている。 

・曲想と歌詞の内容とのかかわりやふさわしい音の区切り方やつな

ぎ方に気付いている。 

・思いに合った表現をするために必要な搬送を聞いたり、リズム譜

こんにちは け

んばんハーモニ

カ 

 

 

も り あ が り を 

かんじて 

 

 

いいおとみつけ

て 

 

 

 

 

 

きょくのながれ 

 

うたでまねっこ 

 

 

 

 

みんなであわせ

て 

 

 

 

 

・めざせがっきめ

教材曲 

【こんにちは けんばんハーモニカ】・・・どこどこど まほうのど あのね どんぐりぐりぐり 

【もりあがりを かんじて】…ひのまる 

【いいおとみつけて】…いろいろなおとを みつけよう がっきのおとでよびかけっこしよう 

【きょくのながれ】…おどる こねこ 

【うたでまねっこ】…もりの くまさん、フルーツケーキ 

【みんなであわせて】…おもちゃの チャチャチャ おもちゃのへいたい ほしのおんがくをつくろう 

【めざせ がっきめいじん】すずめがちゅん 



などを見て演奏したりする技能を身に付けている。 いじん 

思考 

判断 

表現 

・旋律、速度、リズムなどを聴き取り、それらの働きが生み出すよ

さを感じ取りながら、聞き取ったこと感じ取ったこととのかかわ

りについて考え、極にあった表現を工夫し、どのように演奏する

かについて思いをもっている。 

・旋律や音階などを聴き取り、その働きが生み出すよさを感じ取り

ながら、聞き取ったことおと感じ取ったこととのかかわりについ

て考え、曲想を感じ取って表現を工夫し、どのように歌うかにつ

いて思いをもっている。 

・音色や呼びかけとこたえなどを聴き取り、それらの働きが生み出

すよさや面白さを感じ取りながら聞き取ったことと感じ取ったこ

とのかかわりに潰え考え、音遊びを通して音楽づくりの発想を得

たり、どのように音を音楽にしていくかについて思いをもったり

曲の楽しさを見出して聴いたりしている。 

・旋律の反復、変化、呼びかけとこたえなどを聴き取り、それらの

はたらきが生み出すよさや美しさを感じ取りながら、聴き取った

ことと感じ取ったこととのかかわりについて考え曲の楽しさを見

出し、曲全体を味わって聴いている。 

・フレーズや呼びかけとこたえなどを聴き取り、その働きが生み出

すよさや面白さを感じ取りながらききとったこととかんじとった

こととの関わりについて考え、曲想を感じ取って表現を工夫し、

どのように歌うかについて思いをもっている。 

・拍やリズムなどを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白

さを感じ取りながら聴き取ったことと感じ取ったこととの関わり

について考え曲の楽しさを見出し、曲全体を味わって聴いている。 

・旋律を聴き取り、その働きが生み出すよさや面白さを感じ取りな

がら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、

歌詞や曲想に合った表現を工夫し、どのように演奏するかについ

て思いをもっている。 

 

こんにちは け

んばんハーモニ

カ 

 

も り あ が り を 

かんじて 

 

 

いいおとみつけ

て 

 

 

 

きょくのながれ 

 

 

 

うたでまねっこ 

 

 

 

みんなであわせ

て 

 

・めざせがっきめ

いじん 

主体的に学

習に取り組

む態度 

・鍵盤ハーモニカで様々な表現をすることに興味をもち、音楽活動

を楽しみながら、主体的・協同的に学習活動に取り組もうとして

いる。 

・歌詞の表す情景を想像することや旋律の特徴を捉えることに興味

をもち、音楽活動を楽しみながら、主体的・協同的に学習活動に

取り組もうとしている。 

・打楽器の音色や演奏の仕方などに興味をもち、音楽活動を楽しみ

こんにちは け

んばんハーモニ

カ 

も り あ が り を 

かんじて 

 

いいおとみつけ



ながら、主体的・協同的に学習活動に取り組もうとしている。 

・曲想を感じ取ったり、音楽が表している情景を想像して聴いたり

する学習に興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主体的・協同

的に学習活動に取り組もうとしている。 

・聴き合って歌う学習に興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主

体的・協同的に学習活動に取り組もうとしている。 

・音楽が表している情景を想像しながら聴く学習に興味をもち、音

楽活動を楽しみながら、主体的・協同的に学習活動に取り組もう

としている。 

・楽器を演奏したり音を聴き合ったりすることを楽しみながら主体

的・協同的に学習活動に取り組もうとしている。 

て 

きょくのながれ 

 

 

うたでまねっこ 

 

みんなであわせ

て 

 

・めざせがっきめ

いじん 

 



１年 図画工作科 後期 評価規準 

観 点 評 価 規 準 単 元 名 

知識・技能 

・身の回りにある材料を並べたり、つないだり、積んだりするときの感覚や行

為を通して、いろいろな形や色などに気付いている。 

(・身の回りにある材料に十分に慣れるとともに、並べたりつないだり、摘んだ

りするなど、手や体全体の感覚などを働かせ、活動を工夫してつくっている。） 

 

・紙粘土ででこぼこを写すときの感覚や行為を通して、いろいろな形や触った

感じなどに気付いている。 

 

・クレヨン、パス、共用の絵の具などに十分に慣れるとともに、手や体全体の

感触などを働かせ、表したいことを基に表し方を工夫して、表している。 

 

 

・箱の形を生かしたり、積んだり並べたりして思い付いたものを表すときの感

覚や行為を通して、いろいろな形や色などに気付いている。 

・はさみ、テープ、接着剤、箱などに十分に慣れるとともに、手や体全体の感

覚などを働かせ、表したいことを基に表し方を工夫して表している。 

 

・油粘土、粘土べらに十分に慣れるとともに、手や体全体の感覚などを働かせ、

表したいことを基に表し方を工夫して表している。 

 

・はさみ、のり、セロハンテープなどに十分に慣れるとともに、手や体全体の

感覚などを働かせ、表したいことを基に表し方を工夫して表している。 

 

・色水をつくったり並べたりするときの感覚や行為を通して、いろいろな色や

形などに気付いている。 

 

・クレパス・ペンなどに十分に慣れるとともに、手や体全体の感覚などを働か

せ、表したいことを基に表し方を工夫して表している。 

 

・はさみや、のりなどの接着剤に十分に慣れるとともに、手や体全体の感覚な

どを働かせ、表したいことを基に表し方を工夫して表している。 

 

・乗ってみたいものや行ってみたい場所から想像を広げて、表すときの感覚や

行為を通して、いろいろな形や色に気付いている。 

 

・はさみ、テープ、のりなどの接着剤、紙皿や箱などに十分に慣れるとともに、

手や体全体の感覚などを働かせ、表したいものを基に表し方を工夫して表し

ている。 

 

・すきまちゃんと一緒にいろいろなすきまを見つけるときの感覚や行為を通し

て、いろいろな形などに気付く。 

 

・いろいろな材料で形を写して表すときの感覚や行為を通して、いろいろな形

ならべてならべ

て 

 

 

 

でこぼこはっけ

ん 

 

おはなしからう

まれたよ 

 

 

はこでつくった

よ 

 

 

 

ごちそうパーテ

ィーはじめよう 

 

ひらひら ゆれ

て 

 

カラフルいろみ

ず 

 

いろいろなかた

ちのかみから 

 

かざってなにい

れよう 

 

のってみたいな

いきたいな 

 

かみざらころこ

ろ 

 

 

すきまちゃんの

すきなすきま 

 

うつしたかたち



や色などに気付いている。 

 

から 

 

 

思考 

・ 

判断 

・ 

表現 

・いろいろな形や色、触った感じなどを基に、自分のイメージをもちながら、

身の回りにある材料の形や色などを基に造形的な活動を思い付き、感覚や気

持ちを生かしながら、どのように活動するか考え、（自分の見方や感じ方を広

げている。 

 

・いろいろな形や触った感じなどを基に自分のイメージをもちながら、身の回

りにあるでこぼこの造形的な面白さや楽しさなどについて、感じ取ったり考

えたりし、自分の見方や感じ方を広げている。 

 

・いろいろな形や色などを基に自分のイメージをもちながら、物語を聞いたり

読んだりして感じたこと、想像したことから、表したいことを見付け、好き

な形や色を選んだり、いろいろな形や色を考えたりしながら、どのように表

すかについて考えている。 

  

 

・いろいろな形や色などを基に、自分のイメージをもちながら自分たちの作品

や箱などの造形的な面白さや楽しさ、表したいこと、表し方などについて、

感じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を広げている。 

 

・いろいろな形や色などを基に自分のイメージをもちながら、自分たちの作品

の造形的な面白さや楽しさ、表したいこと、表し方などについて、感じ取っ

たり考えたりし、自分の見方や感じ方を広げている。 

 

・ いろいろな形や色、触った感じなどを基に、自分のイメージをもちながら、

材料や材料が風に揺れる様子から感じたこと、想像したことから、表したい

ことを見付け、好きな形や色を選んだり、いろいろな形や色を考えたりしな

がら、どのように表すかについて考える。 

 

・色水の色などを基に、造形的な活動を思いつき、感覚や気持ちを生かしなが

ら、どのように活動するかについて考えている。 

 

・紙の形をいろいろな向きから見て感じた頃、想像したことから表したいこと

を見つけ、好きな形や色を選んだりしながらどのように表すかについて考え

ている。 

 

・いろいろな形や色などを基に、自分のイメージをもちながら、形を写しなが

ら感じたこと、想像したことから、表したいことを見付け、好きな形や色を

選んだり、いろいろな形や色を考えたりしながら、どのように表すかについ

て考えている。 

・いろいろな形や色などを基に自分のイメージをもちながら、自分達の作品や

写した形の造形的な面白さや楽しさ、表したいこと、表し方などについて感

ならべてならべ

て 

 

 

 

でこぼこはっけ

ん 

 

 

おはなしからう

まれたよ 

 

 

 

 

はこでつくった

よ 

 

 

ごちそうパーテ

ィーはじめよう 

 

 

ひらひら ゆれ

て 

 

 

 

カラフルいろみ

ず 

 

いろいろなかた

ちのかみから 

 

 

かざってなにい

れよう 

 

 

 

 



じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を広げている。 

 

・自分たちの作品の造形的な面白さや楽しさ、表したいこと、表し方などにつ

いて、感じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を広げている。 

 

・転がる様子から感じたこと、想像したことから、表したいものを見つけ、好

きな形や色を選んだり、いろいろな形や色を考えたりしながら、どのように

表すかについて考えている。 

 

・身の回りのすきまの造形的な面白さやたのしさについて、感じ取ったり考え

たりし、自分の見方や感じ方を広げる。 

 

・いろいろな形や色などを基に、自分のイメージをもちながら、膨らむ袋の様

子から、感じたこと、想像したことから、表したいことを見付け、好きな形

や色を選んだり、いろいろな形や色を考えたりしながら、どのように表すか

について考えている。 

 

 

 

 

のってみたいな 

いきたいな 

 

かみざらころこ

ろ 

 

 

すきまちゃんの

すきなすきま 

 

うつしたかたち

から 

 

 

 

 

主体的に

学習に 

取り組む 

態度 

・つくりだす喜びを味わい楽しくたくさんの身の回りにある材料を基に、思い

ついたことを試す学習活動に取り組もうとしている。 

 

・つくりだす喜びを味わい、楽しく紙粘土ででこぼこを写し、形の面白さを味

わう学習活動に取り組もうとしている。 

 

・つくり出す喜びを味わい、楽しく物語を聞いたり読んだりして思い浮かべた

ことを絵に表す学習活動に取り組もうとしている。 

 

 

・つくりだす喜びを味わい楽しく箱の形や色から思い付いたものを表す学習活

動に取り組もうとしている。 

 

・つくりだす喜びを味わい楽しくいろいろな食べ物の形を思い浮かべて油粘土

で表す学習活動に取り組もうとしている。 

 

・つくりだす喜びを味わい、楽しく風に揺れる飾りをつくる学習活動に取り組

もうとしている。 

 

・色水をつくることから思いついたことを試す学習活動に取り組もうとしてい

る。 

 

・つくりだす喜びを味わい、楽しく紙の形や色から思いついたものを表す学習

活動に取り組もうとしている。 

 

・つくりだす喜びを味わい、楽しく乗ってみたいものや行ってみたい場所を思

い浮かべながら表す学習活動に取り組もうとしている。 

 

ならべてならべ

て 

 

でこぼこはっけ

ん 

 

おはなしからう

まれたよ 

 

 

はこでつくった

よ 

 

ごちそうパーテ

ィーはじめよう 

 

ひらひら ゆれ

て 

 

カラフルいろみ

ず 

 

いろいろなかた

ちのかみから 

 

のってみたいな 

いきたいな 

 



・つくり出す喜びを味わい楽しく箱や袋を飾って入れ物をつくる学習活動に取

り組もうとしている。 

 

・つくり出す喜びを味わい、楽しく写したものの形や色から思い付いたことを

表す学習活動に取り組もうとしている。 

 

・つくりだす喜びを味わい、楽しくすきまちゃんと一緒にいろいろなすきまを

見つける学習活動に取り組もうとしている。 

 

・紙皿を使ってころがるものをつくる学習活動に取り組み、つくりだす喜びを

味わうとともに、形や色などに関わり楽しい生活を創造しようしている。 

かざってなにい

れよう 

 

うつしたかたち

から 

 

すきまちゃんの

すきなすきま 

 

かみざらころこ

ろ 

 



１年 体育科 後期 評価規準 

観 点 評 価 規 準 単 元 名 

知識・技能 

・鉄棒を使った運動遊びの行い方を知るとともに、支持しての揺れや上がり下

り、ぶら下がりや易しい回転といった動きを身に付けている。 

・マットを使った運動遊びの行い方を知るとともに、いろいろな方向への転が

り、手で支えての体の保持や回転といった動きを身に付けている。 

・跳び箱を使った運動遊びの行い方を知るとともに、跳び乗りや跳び下り、手

を着いてのまたぎ乗りやまたぎ下りといった動きを身につけている。 

・跳の運動遊びの行い方を知るとともに、前方や上方に跳んだり、連続して跳

んだりする動きを身に付けている。 

・ボール蹴り、ボール投げゲームの行い方を知るとともに、簡単なボール操作

と攻めと守りの動きを身に付けている。 

・表現リズム遊びの行い方を知るとともに、題材の特徴を捉えて、跳ぶ、回る、

移動する等、体を大きく動かしたり、音楽に合わせて踊ったりする動きを身

に付けている。 

 

器械・器具を使っ

た運動遊び 

 

 

 

 

走・跳の運動遊び 

 

ゲーム 

 

表現リズム遊び 

 

 

思考 

・ 

判断 

・ 

表現 

・鉄棒、マット、跳び箱を用いた簡単な遊び方を工夫しているとともに、考え

たことを表現したり、友達の動きのよさに気付いたりしている。 

・跳の簡単な遊び方を工夫しているとともに、考えたことを表現したり、友達

の動きのよさに気付いたりしている。 

・簡単な規則を工夫したり、攻め方を選んだりしているとともに、考えたこと

を表現したり、友達の動きのよさに気付いたりしている。 

・題材の特徴を捉えて、踊り方を工夫しているとともに、友達の動きのよさに

気付いている。 

器械・器具を使っ

た運動遊び 

走・跳の運動遊び 

 

ゲーム 

 

表現リズム遊び 

 

主体的に

学習に 

取り組む 

態度 

・順番やきまりを守り、誰とでも仲よく運動をしようとしたり、場や器械・器

具の安全に気を付けたりしながら、鉄棒、マット、跳び箱を使った運動遊び

に進んで取り組もうとしている。 

・順番やきまりを守り、誰とでも仲よく運動をしようとしたり、勝敗を受け入

れたりしようとしたり、場の安全に気を付けたりしながら、跳の運動遊びに

進んで取り組もうとしている。 

・規則を守り、誰とでも仲よく運動しようとしたり、勝敗を受け入れようとし

たり、場や用具の安全に気を付けたりしながら、学習に進んで取り組もうと

している。（ボールけり） 

・誰とでも仲よく踊ろうとしたり、周りの安全に気を付けて踊ったりしながら、

学習に進んで取り組もうとしている。 

 

 

 

器械・器具を使っ

た運動遊び 

 

走・跳の運動遊び 

 

 

ゲーム 

 

 

表現リズム遊び 

 

 

 

 


